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■部活動の地域展開について■

進捗について

大村市の地域展開の進め方

「大村の子どもは大村で育てる」を基本理念に
これまで、子どもたちの心身の成長を担ってきた部活動の良さを残しつつ、原

則、現状の社会体育の考え方で地域展開を進めていく。

令和 8年度から市内中学一斉に取組開始予定。

＜Ｒ８年度からの休日の地域クラブ活動＞

理由

○生徒数の増減に大きな変化が見られない。（他市町はほぼ急激な少子化が

進んでいる）

○社会体育からの地域展開であるため混乱が少なく、各学校での活動がそ

のまま維持できる。

○生徒の大会等への出場機会を維持できる。また、自校での活動であり団

結力、母校愛を育てることができる。

課題

●社会への周知・啓発（学校課題から社会課題への昇華）

①指導者の確保

②指導者の処遇等費用負担軽減

③指導者の質

④各地域の平等性の担保

課題解決に向けた取組

●社会への周知・啓発

大村市スポーツ協会総会、校長会、教頭会、中・高・特支連絡協議会など

で本格的に周知活動開始。

①指導者の確保・・・県が作成した「地域スポーツクラブ活動・学校運動

活 動 時 間 土曜日と日曜日のいずれか 1日、練習時間は 3時間程度（ガイドラインの遵守）

位 置 づ け 学校と連携して行う地域クラブ活動（地域展開）

指 導 者 地域の指導者（外部指導者、部活動指導員等)、教職員(兼職兼業)

場 所 学校施設、公共・民間のスポーツ・文化施設等

費 用 可能な限り低廉な会費、用具費、交通費等

補 償 スポーツ安全保険



部活動指導者エントリーシステム」の登録促進。R7,5,28 現在 79 名が

登録。大村市内自衛隊駐屯地、消防本部、郵政本部、市内医療系専門学

校にも依頼に足を運び、新しい指導者人材の掘り起こしに努めている。

継続して行う。

②費用負担・・・謝金の補助金等の予算化の検討。国の実証事業を活用し、

事業化する検討。青年会議所等民間団体との連携の検討。

③指導者の資格取得、研修・・・指導者資格取得講習会の受講促進、スポ

ーツ振興課、スポーツ協会と連携しスポーツ医科学などの研修会の実施

④各中学校部活動育成会をつなぐ市育成会連合会の設置の検討

協議会等

調査等

周知等

※上記に以外にも、必要に応じて取組を強化していく。

R6, 2 第 1 回 大村市立中学校部活動の地域移行の在り方協議会
・「国・県の中学校部活動地域移行の考え方」について概要説明

・「大村市の部活動指導者希望者数」の現状

・大村市の休日部活動地域移行の在り方（案）の検討

R6,11 第２回 大村市立中学校部活動の地域移行の在り方協議会

・「大村市中学校部活動及び新たな地域クラブの在り方に関する方針」策定

・指導者の確保（長崎県指導者エントリーシステム）について

R6, 5 部活動指導希望者の実態調査

R6, 8 関係団体ヒアリング（部活動指導者登録状況、地域スポーツの振興につ

いて）

R7, 5 部活動指導希望者の実態調査（調査中）

R7, 8 令和８年度実証事業検討（予定）

R7, 9 関係団体との協議（部活動指導者登録状況、指導者の資格取得・研修、

次年度予算要求等)（予定）

R7,10 教職員の「休日部活動指導者」への登録について希望調査 （予定）

R8, 3 中学校部活動へ正式加入届を配布･回収（希望制）（各中学校）（予定）

「休日部活動指導者」（各校代表者）に委嘱状交付 （予定）

R7, 5 市スポーツ協会理事会総会にて概要説明及び指導者登録の協力依頼 ）

R7, 5 大村市中・高・特支連絡協議会令和 7年度第 1回代表者会で協力依頼

R7, 5～ 市内自衛隊駐屯地、医療系専門学校、消防本部等に協力依頼

R7, 5～ 毎月の定例校長会、教頭会にて進捗の説明や課題の共有
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